
地方消費税交付金
352,901千円
　　4.9%

地方譲与税
34,502千円
　 0.5%

その他
（利子割・配当割・株式・
法人事業税、環境性能割、
地方特例、交通安全）
143,657千円
　　2.0%

町税
2,199,252千円

30.6%
自主財源
2,980,548千円
    41.4%

繰入金
397,505千円
5.5%

使用料及び手数料
167,608千円
　　2.3%

諸収入
114,310千円
　　1.6%
財産収入
53,938千円
　 0.7%分担金及び負担金

47,433千円
　 0.7%

その他（寄附金・繰越金）
502千円
  0.0%

地方交付税
1,551,246千円

21.6%

依存財源
4,207,818千円
58.6%    

国庫支出金
1,140,326千円

15.9%

県支出金
531,886千円
7.4%

町債
453,300千円
6.3%

 歳入総額
7,188,366千円

農林水産業費
16,872千円　0.2%

労働費
19,050千円　0.3%

予備費
20,000千円　0.3%

災害復旧費
6千円　0.0%
諸支出金
1千円　0.0%

民生費
2,247,617千円

31.3%

教育費
1,177,861千円

16.4%土木費
1,048,662千円

14.6%

総務費
963,676千円
13.4%

公債費
819,427千円
11.4%

衛生費
445,918千円
6.2%

消防費
317,783千円
　　4.4%

議会費
82,444千円　1.1%

商工費
29,049千円　0.4%

歳出総額
7,188,366千円

積立金
40,195千円
　  0.6%

貸付金
39,000千円
　 0.5 %

予備費
20,000千円
　 0.3%

扶助費
1,504,372千円

20.9%
義務的経費
3,578,497千円
49.8 %

人件費
1,254,698千円

17.5%

公債費
819,427千円
11.4%

普通建設事業費
1,092,739千円

15.2%災害復旧事業費
6千円
　0.0%

投資的経費
1,092,745千円
15.2 %

物件費
1,028,631千円

14.3%

その他の経費
2,517,124千円

35.0 %

繰出金
718,245千円
10.0%

補助費等
561,807千円
7.8%

維持補修費
109,246千円
　　1.5%

歳出総額
7,188,366千円

和６年度　当初予算

歳出の性質別構成歳出の目的別構成

歳入の構成
和６年度

町長施政方針
　吉田町長は、３月４日（月）に
開会した 和６年第２回坂町議会
定例会で、 和６年度方針を述べ
ました。その内容と坂町教育委員
会の教育行政方針を要約して、ご
紹介します。
　なお、坂町ホームページや役場
企画財政課で全文を閲覧できます。

吉田町長

町長施政方針 町長施政方針
　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
以
降
、

被
災
か
ら
の
復
旧
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、

さ
ら
に
は
、物
価
高
騰
対
策

に
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
復
旧
は
、
和
５
年
度

で
概
ね
完
了
の
見
込
み
と
な

り
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染

症
へ
の
移
行
に
伴
い
、感
染

者
の
行
動
制
限
が
な
く
な
る

な
ど
、平
時
の
状
況
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、物
価
高

騰
や
円
安
の
影
響
は
根
強
く
、

本
町
を
取
り
巻
く
経
済
状
況

は
、厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
町
で
は
、
和
４
年
度
に

引
き
続
き
、物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
家
計
や
事
業
者

等
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、

子
育
て
重
点
支
援
坂
町
く
ら

し
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
や

給
食
費
支
援
事
業
、中
小
企

町
長
施
政
方
針

◆
は
じ
め
に

費
支
援
事
業
、
ま
た
、
安
全

で
充
実
し
た
教
育
環
境
を
整

備
す
る
な
ど
、
子
ど
も
・
子

育
て
施
策
を
強
力
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、人
口
減
少
や
少
子

高

化
に
対
し
て
は
、保
健
・

福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
の
設

置
や
多
機
能
型
障
害
者
施
設

の
整
備
、坂
町
循
環
バ
ス
の

土
曜
日
運
行
な
ど
、誰
も
が

健
康
に
暮
ら
せ
、快
適
な
生

活
が
送
れ
る
環
境
の
整
備
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、被
災
か
ら
人
口

減
少
が
続
く
小
屋
浦
地
区
の

活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
本

格
化
さ
せ
る
な
ど
、復
興
に

向
け
た
諸
施
策
を
多
角
的
に

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
町
の
課
題
で
あ

る
地
域
間
の
格
差
の
解
消
と
、

均
衡
あ
る
地
域
の
発
展
、次

世
代
に
向
け
た
持
続
可
能
な

地
域
を
構
築
す
る
た
め
、県

道
坂
小
屋
浦
線
を
骨
格
と
し

た「
道
路
整
備
」や
、土
砂
災

害
防
止
の
た
め
の「
危
険
箇

所
整
備
」、砂
防
堰
堤
な
ど
を

含
む「
河
川
整
備
」
の
三
位

一
体
の
防
災
対
策
を
引
き
続

業
支
援
緊
急
対
策
事
業
な
ど
、

町
独
自
の
様
々
な
支
援
施
策

を
機
動
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
物
価
高
騰
、
円

安
等
の
経
済
情
勢
な
ど
を
見

極
め
な
が
ら
、
地
域
密
着
、

住
民
密
着
を
常
に
念
頭
に
置

き
、臨
機
応
変
に
町
民
生
活

を
守
り
抜
く
施
策
を
講
じ
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、本
格
的

に
復
旧
か
ら
復
興
へ
と
舵
を

切
り
、復
興
へ
の
象
徴
で
あ

る
ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ
坂
の

物
販
飲
食
施
設
オ
ー
プ
ン
を

契
機
と
し
て
、こ
の
勢
い
を

止
め
る
こ
と
な
く
、町
民
の

皆
様
と
と
も
に「
が
ん
ば
ろ

う
坂
町
」
を
合
言
葉
に
、
将

来
に
向
け
、町
民
が
希
望
を

抱
け
る
よ
う
全
身
全
霊
で
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

復
興
に
向
け
て
必
要
不
可

欠
な
原
動
力
は
、坂
町
の
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
し
、子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、こ
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
大
・
充
実
や
給
食

き
、推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
着
実
に

進
め
る
た
め
に
は
、財
源
を

安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、国・
県

の
補
助
金・交
付
金
も
極
め
て

厳
し
い
状
況
の
中
、財
源
確

保
が
困
難
な
場
合
に
は
、議

会
の
皆
様
と
御
相
談
を
し
な

が
ら
、事
業
の
性
格
に
応
じ

た
新
た
な
財
源
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
和
３
年
10

月
に「
坂
町
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）推
進
計
画
」を
策
定

し
、行
政
広
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
は
じ
め
と
し
、町
内
公

共
施
設
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、子
育
て
・
介

護
関
係
の
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、着
実
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ

る
住
民
利
便
性
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

和
６
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、こ
う
し
た
取
組
を
更

に
進
め
、単
な
る
デ
ジ
タ
ル

化
に
と
ど
ま
ら
ず
、デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
に
よ
り
、業

務
そ
の
も
の
を
変
革
す
る

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」
の
実
現
を
念
頭
に
、
ま

ず
は
、住
民
と
の
接
点
で
あ

る「
窓
口
改
革
」
を
重
点
的

に
進
め
、窓
口
手
続
等
支
援

シ
ス
テ
ム
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
等
の
導
入
に
よ
り
、

住
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
利

便
性
向
上
及
び
負
担
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
の
活

用
に
不
安
を
抱
か
れ
る
高

者
等
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
の
開

催
な
ど
を
通
じ
、デ
ジ
タ
ル

技
術
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
で
、坂
町
な
ら
で

は
の「
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ

ル
変
革
」を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、

人
と
人
の
つ
な
が
り
、地
域

と
の
協
働
が
重
要
で
ご
ざ
い

ま
す
。
各
地
区
住
民
福
祉
協

議
会
と
も
更
な
る
連
携
を
深

め
、
住
ん
で
み
た
い
町
、
住

み
続
け
た
い
町
と
な
る
よ
う
、

親
か
ら
子
へ
、子
か
ら
孫
へ

と
歴
史
・
文
化
・
地
域
を
守
り
、
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